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【手続補正書】
【提出日】平成26年4月28日(2014.4.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　過圧安全バルブを有する自己冷却飲料容器であって、
　飲料を受容する容器と、
　前記容器に固定され、かつ前記飲料に接触するように前記容器に配置された加圧二酸化
炭素を吸収する圧縮された炭素を有する熱交換ユニットと、
　前記熱交換ユニットに固定されるバルブカップと、
　前記バルブカップに固定されるバルブ機構であって、前記バルブ機構が、
　　中空の円柱状筐体であって、内壁および前記筐体を介した開口部を画定する筐体底部
を有する中空の円柱状筐体と、
　　前記中空筐体内に配置される中空バルブステムを有し、かつ外壁を有する第１バルブ
と、
　　前記加圧二酸化炭素が流れる大気と連通する長尺状の開口部を画定する作動ロッドと
、
それを介した穴を画定するバルブステム底部と、
　　前記中空バルブステム内に配置され、かつ前記バルブステム底部の前記穴にわたって
据え付けられたシールプラグを含む第１バネバルブと、
　　前記第２のバルブを閉じるよう、前記シールプラグと、前記バルブステム底部にある
前記穴に向かって前記シールプラグを付勢する前記バルブステムの表面との間に据え付け
られる前記第１バネと直列である第２バネと
を含み、
前記バルブステム底部の前記穴が、前記熱交換ユニット内の前記加圧二酸化炭素に晒され
ている、
バルブ機構と
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を含む、容器。
【請求項２】
　前記加圧二酸化炭素ガスを流す第１通路は、前記中空筐体の内壁と、前記中空バルブス
テムの外壁間を画定し、前記通路は、前記筐体底部にある開口部と連通し、前記第１通路
は、開位置に向かって前記第１バネのバイアスに対し、前記バルブステムを動かすことに
より、開き、前記第２バルブは、前記バルブステムに対して、静止して維持される、請求
項１に記載の容器。
【請求項３】
　前記加圧二酸化炭素ガスを流す第２通路は、所定のレベルを超過した前記加圧二酸化炭
素ガスの圧力に対して前記バルブステムにある前記穴から離れるように動く前記シールプ
ラグによって画定され、前記バルブステムは、前記筐体に対して、静止して維持される、
請求項２に記載の容器。
【請求項４】
　遊隙を、前記シールプラグと、前記中空バルブステムの内面間で画定して、第２通路を
提供する、請求項３に記載の容器。
【請求項５】
　前記中空筐体は、複数のスプラインを画定する上面を含み、前記加圧媒体が前記容器内
に注入される時、前記加圧媒体は、前記スプラインを通り、前記容器の内部へと流れる、
請求項４に記載の容器。
【請求項６】
　前記作動ロッドは、前記長尺状の開口部を有する前記第１通路を相互接続する複数の開
口部を画定する、請求項２に記載の容器。
【請求項７】
　前記バルブステムが、その閉位置にある時、前記作動ロッドにある前記複数の開口部を
閉じるため、前記作動装置の周囲にあるシールをさらに含む、請求項６に記載の容器。
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